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未
完
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
―
―
女
戦
士
表
象
分
析
の
た
め
の
研
究
ノ
ー
ト
―
― 新保 
淳
乃 
  
は
じ
め
に 
 
近
世
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
戦
記
物
叙
事
詩
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ア
リ
オ
ス
ト
の
『
狂
え
る
オ
ル
ラ
ン
ド
』
（
一
五
一
六
年
）
と
ト
ル
ク
ァ
ー
ト
・
タ
ッ
ソ
の
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
（
一
五
七
五
年
）
に
は
、
武
装
し
て
戦
地
に
赴
き
、
男
性
騎
士
と
闘
う
女
性
が
複
数
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
女
戦
士
は
近
世
芸
術
の
重
要
な
主
題
と
な
り
、
文
学
、
造
形
芸
術
、
演
劇
と
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
表
現
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
の
画
家
グ
ェ
ル
チ
ー
ノ
が
タ
ッ
ソ
に
取
材
し
て
描
い
た《
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
を
癒
す
エ
ル
ミ
ニ
ア
》は
、
女
騎
士
が
恋
す
る
男
性
騎
士
を
看
護
す
る
場
面
で
あ
り
、
女
戦
士
の
武
装
解
除
と
「
女
性
性
」
回
帰
を
描
い
た
典
型
例
と
言
え
る
（
１
）
。
し
か
し
歴
史
的
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
女
性
だ
け
の
戦
闘
的
部
族
ア
マ
ゾ
ネ
ス
を
祖
形
と
し
て
、
虚
実
合
わ
せ
て
数
多
く
の
女
戦
士
が
さ
ま
ざ
ま
に
表
象
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
女
戦
士
表
象
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
出
発
点
と
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン
神
話
と
そ
の
機
能
を
確
認
し
た
う
え
で
、
中
世
か
ら
近
世
の
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
神
話
と
実
在
の
女
戦
士
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を
整
理
す
る
。
ア
マ
ゾ
ネ
ス
と
い
う
古
代
の
神
話
的
女
性
像
を
「
未
完
成
」
の
開
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
の
意
図
や
表
象
の
操
作
を
介
し
て
表
象
が
完
成
＝
変
容
す
る
事
例
を
収
集
し
、
性
別
二
元
論
に
立
脚
し
た
西
欧
社
会
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
契
機
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
一 
ア
マ
ゾ
ネ
ス
神
話
と
そ
の
機
能 
 
女
だ
け
の
戦
闘
的
な
部
族
ア
マ
ゾ
ネ
ス
は
、古
い
伝
承
詩
を
ホ
メ
ロ
ス
が『
イ
リ
ア
ス
』
に
ま
と
め
た
紀
元
前
八
世
紀
に
は
す
で
に
戦
争
叙
事
詩
の
伝
統
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
に
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
英
雄
た
ち
は
、「
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
軍
隊
が
打
倒
さ
れ
た
」
川
な
ど
と
戦
地
の
過
去
を
回
想
す
る
（
２
）
。
ア
マ
ゾ
ネ
ス
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
譚
に
も
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
リ
ュ
キ
ア
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
を
殺
す
ベ
レ
ロ
ポ
ン
テ
ス
の
功
業
と
並
ん
で
名
高
い
の
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
女
王
ヒ
ュ
ッ
ポ
リ
テ
が
父
神
ア
レ
ス
か
ら
授
か
っ
た
金
の
腰
帯
を
奪
う
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
第
九
の
難
業
で
あ
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
征
服
の
物
語
は
、
紀
元
前
六
〇
〇
年
頃
に
ロ
ー
ド
ス
の
ペ
イ
サ
ン
ド
ロ
ス
の
叙
事
詩
に
お
い
て
、
黒
海
南
岸
テ
ル
モ
ド
ン
川
沿
い
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
首
都
「
テ
ミ
ス
キ
ュ
ラ
」
に
設
定
さ
れ
た
（
３
）
。
紀
元
前
七
世
紀
の
叙
事
詩
人
が
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
遠
征
に
ア
テ
ナ
イ
の
テ
セ
ウ
ス
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
世
紀
後
半
の
『
テ
セ
ウ
ス
叙
事
詩
』
で
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
歴
史
に
組
み
込
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
セ
ウ
ス
に
浚
わ
れ
た
女
王
ア
ン
テ
ィ
オ
ペ
を
奪
還
す
る
た
め
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
に
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
侵
攻
し
、
こ
れ
を
ア
テ
ナ
女
神
に
守
護
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
軍
の
男
性
兵
士
が
殺
す
物
語
、「
ア
マ
ゾ
ノ
マ
キ
ア
」
が
生
ま
れ
た
。
「
ア
マ
ゾ
ン
族
と
の
戦
い
」
は
文
学
で
も
造
形
芸
術
で
も
広
範
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
紀
元
前
五
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
エ
フ
ォ
ロ
ス
の
叙
述
を
祖
形
と
し
て
、
男
殺
し
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の
女
戦
士
集
団
、
（
ア
マ
ゾ
ン
の
誤
っ
た
語
源
と
さ
れ
た
）
幼
少
期
に
片
方
の
乳
房
を
焼
く
風
習
、
そ
し
て
男
性
支
配
の
ギ
リ
シ
ア
社
会
を
反
転
さ
せ
た
完
全
な
女
性
支
配
の
母
系
国
家
と
い
っ
た
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
基
本
的
特
徴
と
な
る
要
素
が
出
揃
っ
た
（
４
）
。 
紀
元
前
四
世
紀
に
カ
リ
ア
総
督
の
妻
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
が
兄
弟
と
夫
を
記
念
し
て
建
立
し
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
墓
廟
は
、
外
壁
を
囲
む
よ
う
に
「
ア
マ
ゾ
ノ
マ
キ
ア
」
の
フ
リ
ー
ズ
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
ス
コ
パ
ス
を
は
じ
め
ギ
リ
シ
ア
の
四
人
の
芸
術
家
に
よ
る
浮
彫
の
う
ち
、十
九
世
紀
に
大
英
帝
国
に
運
ば
れ
た
十
六
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
（
５
）【
図
1
】
。
ギ
リ
シ
ア
軍
は
す
べ
て
裸
体
で
、
右
腕
に
防
具
を
着
け
有
髭
の
男
性
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
冑
、
丸
い
楯
、
剣
で
武
装
し
て
い
る
。
対
す
る
ア
マ
ゾ
ネ
ス
は
膝
ま
で
の
短
い
チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
着
て
弓
、
槍
、
斧
、
十
字
形
の
楯
で
武
装
し
て
い
る
。
乳
房
の
露
出
は
見
ら
れ
な
い
が
、
フ
リ
ジ
ア
風
の
結
髪
は
ギ
リ
シ
ア
側
か
ら
見
た
「
他
者
性
」
の
記
号
で
あ
ろ
う
。
騎
馬
で
ギ
リ
シ
ア
兵
に
襲
い
掛
か
る
女
戦
士
を
は
じ
め
激
し
い
戦
闘
描
写
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
戦
い
は
互
角
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
七
四
四
年
に
ロ
ー
マ
郊
外
か
ら
出
土
し
た
帝
政
ロ
ー
マ
時
代
の
石
棺
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
男
性
兵
士
が
勝
敗
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
な
お
ア
マ
ゾ
ネ
ス
を
惨
殺
す
る
場
面
が
彫
ら
れ
て
い
る
【
図
2
】
。
右
の
乳
房
を
露
わ
に
し
て
短
い
チ
ュ
ニ
ッ
ク
に
長
い
ブ
ー
ツ
を
着
け
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
は
、
半
月
形
の
小
楯
と
両
刃
の
斧
で
武
装
し
て
、
羽
根
つ
き
の
丸
い
兜
と
短
い
エ
ク
ソ
ミ
ス
と
呼
ば
れ
る
衣
に
丸
楯
と
短
刀
で
武
装
し
た
テ
セ
ウ
ス
軍
と
対
峙
し
て
い
る
。
左
側
の
、
武
装
し
た
ギ
リ
シ
ア
兵
が
地
面
に
倒
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
を
踏
み
つ
け
な
が
ら
、
馬
上
の
女
戦
士
の
髪
の
毛
を
掴
み
引
き
ず
り
降
ろ
す
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
他
者
を
徹
底
的
に
打
倒
す
る
ギ
リ
シ
ア
軍
の
正
当
性
と
優
位
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 
ド
ー
デ
ン
は
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
国
が
黒
海
南
岸
や
ス
キ
タ
イ
族
の
地
域
に
設
定
さ
れ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
に
入
植
す
る
以
前
に
小
ア
ジ
ア
で
未
知
の
地
名
と
出
会
い
、勇
猛
な
女
戦
士
の
母
系
国
家
と
い
う
虚
構
が
創
出
さ
れ
た
た
め
と
推
論
す
る
。
そ
し
て
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
虚
構
の
存
在
だ
と
し
た
ら
何
を
体
現
し
た
の
か
と
問
い
、
叙
事
詩
の
み
な
ら
ず
古
代
地
理
学
や
葬
祭
儀
礼
を
参
照
し
て
深
く
追
求
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
男
性
が
成
人
し
て
結
婚
す
る
以
前
の
十
年
ほ
ど
、
生
家
を
離
れ
て
戦
士
と
し
て
活
動
す
る
段
階
に
相
当
す
る
虚
構
と
し
て
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
と
い
う
神
話
的
女
戦
士
が
創
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
文
化
人
類
学
の
通
過
儀
礼
論
を
援
用
す
れ
ば
、
少
年
か
ら
成
人
へ
の
こ
の
過
渡
期
は
、
「
正
常
な
」
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
社
会
に
お
け
る
役
割
を
逸
脱
す
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
結
婚
し
て
マ
ト
ロ
ン
と
な
る
前
の
少
女
期
も
性
役
割
か
ら
逸
脱
し
て
男
性
性
を
ま
と
い
、
武
闘
、
ス
ポ
ー
ツ
、
狩
猟
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
神
話
や
叙
事
詩
に
語
ら
れ
る
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
軍
事
行
動
は
、
過
渡
期
に
あ
る
少
女
独
自
の
社
会
と
神
を
も
つ
集
団
に
と
っ
て
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
。
す
べ
て
の
ア
マ
ゾ
ノ
マ
キ
ア
で
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
必
ず
死
ぬ
運
命
に
あ
る
の
は
、
彼
女
ら
が
過
渡
的
な
状
態
の
神
話
的
表
現
だ
か
ら
で
あ
り
、
死
は
逸
脱
状
態
の
終
わ
り
と
ノ
ー
マ
ル
な
ギ
リ
シ
ア
社
会
へ
の
再
統
合
を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
か
と
ド
ー
デ
ン
は
推
定
す
る
（
６
）
。 
こ
の
推
論
は
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
ず
、
本
稿
の
対
象
と
な
る
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
女
戦
士
の
表
象
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
何
ら
か
の
望
ま
し
い
「
秩
序
」
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
す
可
能
性
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
士
と
し
て
活
動
す
る
期
間
に
処
女
を
保
つ
と
い
う
ア
マ
ゾ
ネ
ス
神
話
の
細
部
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
古
代
の
女
戦
士
た
ち
は
、
幼
児
と
成
人
の
間
に
あ
っ
て
社
会
構
造
に
お
け
る
明
確
な
性
役
割
を
ま
だ
課
さ
れ
て
い
な
い
少
女
期
の
女
性
の
、
ま
さ
に
未
完
成
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
連
関
す
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 
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二 
中
世
末
の
女
戦
士 
 
 
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
表
象
に
と
っ
て
基
本
的
典
拠
と
な
っ
た
の
が
、
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
名
婦
列
伝
』
（
一
三
六
〇
年
頃
執
筆
）
で
あ
る
。
彼
は
一
三
四
〇
年
頃
に
書
い
た
俗
語
叙
事
詩
『
エ
ミ
リ
ア
の
テ
セ
イ
ダ
』
に
て
、
テ
セ
ウ
ス
軍
に
敗
北
し
た
ア
マ
ゾ
ン
の
女
王
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
テ
が
夫
に
従
順
な
妻
と
な
る
過
程
を
描
い
た
。こ
れ
に
対
し
て
、 
美
徳
、
武
芸
、
政
治
、
文
芸
に
秀
で
た
特
異
な
女
性
一
〇
六
人
余
と
そ
の
業
績
を
称
賛
す
る
『
名
婦
列
伝
』
で
は
マ
ル
ペ
シ
ア
と
ラ
ン
ペ
ド
、
オ
リ
ュ
テ
イ
ア
と
ア
ン
テ
ィ
オ
ペ
、
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
と
三
回
に
わ
た
っ
て
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
女
王
が
登
場
す
る
（
７
）
。
男
性
を
排
除
し
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
社
会
で
は
、
「
狩
り
、
競
争
、
馬
の
制
御
、
武
術
の
鍛
錬
、
絶
え
ざ
る
弓
術
の
練
習
と
こ
の
種
の
鍛
錬
に
よ
っ
て
、
年
配
者
た
ち
は
若
い
乙
女
子
た
ち
の
適
性
と
男
性
の
剛
健
さ
を
鍛
え
た
（
８
）
」
。
そ
こ
で
は
二
人
の
女
王
を
頂
い
て
祖
国
の
統
治
と
他
国
へ
の
軍
事
を
分
け
合
う
、
合
理
的
な
支
配
体
制
が
敷
か
れ
た
。
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
が
語
る
女
王
は
い
ず
れ
も
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
男
性
性
の
範
疇
と
さ
れ
た
軍
事
行
動
に
携
わ
る
勇
猛
な
女
戦
士
で
あ
り
、
男
性
に
対
し
て
政
治
的
に
も
性
的
に
も
自
律
性
を
保
つ
。 
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
分
析
に
よ
る
と
、
一
部
の
教
養
あ
る
女
性
君
主
の
ほ
か
高
度
な
教
育
を
受
け
た
男
性
読
者
を
想
定
し
て
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
『
名
婦
列
伝
』
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
を
よ
り
男
性
的
で
勇
敢
で
危
険
な
存
在
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
支
配
を
脅
か
す
女
性
の
実
力
に
警
戒
を
促
す
一
方
で
、
怠
惰
や
快
楽
に
溺
れ
て
「
女
性
化
」
し
た
男
性
を
諫
め
る
意
図
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
（
９
）
。
ア
マ
ゾ
ン
の
女
王
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
が
ト
ロ
イ
の
指
揮
官
ヘ
ク
ト
ル
に
恋
し
参
戦
す
る
く
だ
り
も
、
「
彼
女
は
ヘ
ク
ト
ル
を
美
貌
よ
り
も
戦
闘
と
勇
敢
さ
で
歓
ば
せ
た
か
っ
た
」
と
女
性
美
で
は
な
く
勇
猛
さ
が
強
調
さ
れ
た
。
一
四
七
三
年
頃
の
初
期
ド
イ
ツ
刊
本
の
挿
図
で
は
、
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
が
全
身
を
甲
冑
に
包
み
、
長
槍
を
構
え
騎
馬
で
突
進
し
て
い
る
【
図
3
】
。
こ
の
挿
絵
で
は
ヘ
ク
ト
ル
が
描
か
れ
ず
、
ま
た
女
性
性
の
記
号
を
長
い
髪
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
従
属
的
な
女
性
役
割
と
の
連
関
が
絶
た
れ
て
い
る
。 
こ
れ
に
対
し
て
、
十
五
世
紀
半
ば
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
お
そ
ら
く
新
婚
女
性
へ
の
贈
物
と
し
て
制
作
さ
れ
た
カ
ッ
ソ
ー
ネ
で
は
、
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
は
弓
を
持
つ
ほ
か
は
完
全
に
非
武
装
に
変
え
ら
れ
た
。
長
い
髪
を
な
び
か
せ
て
ヘ
ク
ト
ル
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
者
お
よ
び
戦
士
と
し
て
の
能
力
は
消
さ
れ
、
女
性
市
民
に
求
め
ら
れ
た
貞
潔
と
自
己
犠
牲
の
美
徳
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
１
０
）
。
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
都
市
富
裕
市
民
の
私
的
領
域
で
消
費
さ
れ
る
際
、
本
来
の
政
治
的
自
律
性
や
戦
闘
力
と
い
う
男
性
的
特
質
は
意
図
的
に
脱
色
さ
れ
、
結
婚
を
機
に
少
女
期
を
終
え
る
女
性
へ
の
、
美
徳
教
育
機
能
を
担
う
場
に
ふ
さ
わ
し
い
表
象
へ
と
改
変
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
で
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
復
活
を
遂
げ
た
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
新
た
な
女
騎
士
文
学
の
潮
流
が
生
ま
れ
た
。
中
世
末
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
戦
闘
技
術
の
変
化
に
よ
っ
て
騎
士
の
軍
事
的
存
在
理
由
が
薄
れ
る
中
、
ロ
レ
ー
ヌ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ギ
ョ
ン
が
騎
士
道
的
価
値
観
を
武
勲
詩
『
孔
雀
の
誓
い
』
（
一
三
一
〇
～
一
二
年
頃
）
に
歌
っ
た
の
を
機
に
男
性
の
道
徳
モ
デ
ル
と
し
て
「
新
し
き
騎
士
」
の
伝
統
が
生
ま
れ
た
。
十
四
世
紀
後
半
か
ら
そ
の
女
性
版
が
現
れ
る
。
パ
リ
議
会
弁
護
士
の
ジ
ャ
ン
・
ル
＝
フ
ァ
ー
ヴ
ル
が
女
性
擁
護
論
『
歓
喜
の
書
』
（
一
三
七
三
～
八
七
年
）
を
著
し
て
バ
ビ
ロ
ン
や
ア
マ
ゾ
ン
の
女
王
を
例
に
女
性
の
美
徳
を
称
え
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、
「
新
し
き
女
騎
士
」
主
題
が
隆
盛
し
た
。
例
え
ば
ル
イ
・
ド
ル
レ
ア
ン
は
ミ
ロ
ン
城
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
女
戦
士
の
彫
像
を
置
き
（
一
三
九
九
～
一
四
〇
七
の
間
）
、
ま
た
一
四
三
一
年
の
イ
ギ
リ
ス
王
ヘ
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ン
リ
ー
三
世
の
パ
リ
入
城
式
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
祝
祭
で
は
、
騎
士
と
と
も
に
凱
旋
す
る
女
騎
士
が
演
出
に
組
み
込
ま
れ
た
（
１
１
）
。 
こ
の
よ
う
に
、
十
五
世
紀
末
ま
で
に
知
識
人
や
王
侯
貴
族
の
限
定
的
な
サ
ー
ク
ル
か
ら
市
民
の
私
的
領
域
、
そ
し
て
都
市
儀
礼
の
公
的
空
間
に
至
る
ま
で
ア
マ
ゾ
ネ
ス
表
象
が
登
場
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
適
合
し
た
か
た
ち
で
女
戦
士
が
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
  
三 
近
世
の
女
戦
士 
 
1 
神
話
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス 
中
世
末
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
文
筆
家
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ド
・
ピ
ザ
ン
（
一
三
五
六
頃
～
一
四
三
〇
）
は
、
『
薔
薇
物
語
』
の
女
性
嫌
悪
を
批
判
し
た
『
薔
薇
物
語
論
争
書
簡
』
（
一
四
〇
二
年
頃
）
に
続
い
て
、
主
著
『
女
性
の
都
』
（
一
四
〇
四
～
五
年
）
で
は
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
名
婦
列
伝
』
に
倣
っ
て
優
れ
た
女
性
の
範
例
を
列
挙
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
で
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
が
口
火
を
切
っ
た
「
女
性
論
争
」
は
十
七
世
紀
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
継
続
し
、
女
性
の
徳
と
能
力
を
巡
る
激
論
を
背
景
に
、
現
実
の
男
性
支
配
社
会
を
反
転
し
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
へ
の
関
心
が
新
た
な
高
ま
り
を
見
せ
た
。 
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
女
性
詩
人
で
人
文
主
義
者
の
モ
デ
ラ
ー
タ
・
フ
ォ
ン
テ
（
一
五
五
五
～
九
二
）
は
没
後
に
出
版
さ
れ
た
『
女
性
の
価
値
』
に
お
い
て
、
女
性
の
能
力
と
才
能
を
論
証
す
る
例
と
し
て
、
軍
事
に
長
け
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
を
は
じ
め
古
代
女
性
の
範
例
を
六
〇
件
も
挙
げ
て
い
る
（
１
２
）
。 
視
覚
表
象
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
『
偉
大
な
る
ロ
ー
マ
の
鑑
』
と
し
て
知
ら
れ
る
、
十
六
世
紀
半
ば
以
降
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ラ
フ
レ
ー
リ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
ラ
マ
ン
カ
が
ロ
ー
マ
で
出
版
し
た
古
代
ロ
ー
マ
美
術
版
画
集
に
は
、
古
代
石
棺
に
基
づ
く
《
ア
マ
ゾ
ン
族
と
の
戦
い
》
が
含
ま
れ
る
【
図
4
】
。
右
パ
ネ
ル
で
は
右
乳
房
を
出
し
て
短
い
チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
着
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
が
、馬
上
か
ら
剣
を
振
り
上
げ
て
ロ
ー
マ
兵
に
襲
い
か
か
っ
て
い
る
。
馬
の
蹄
の
下
に
は
冑
と
鎧
を
着
け
た
ロ
ー
マ
兵
が
、
楯
で
防
御
し
つ
つ
腰
か
ら
地
面
に
落
ち
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
美
術
館
の
二
世
紀
の
石
棺
と
異
な
り
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
側
の
軍
事
的
優
勢
が
強
調
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。 
一
方
、
十
六
世
紀
末
よ
り
マ
ン
ト
ヴ
ァ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
宮
廷
音
楽
劇
か
ら
発
展
し
た
オ
ペ
ラ
で
は
、
本
稿
冒
頭
で
挙
げ
た
ア
リ
オ
ス
ト
の
叙
事
詩
の
女
戦
士
ブ
ラ
ダ
マ
ン
テ
か
、
タ
ッ
ソ
の
叙
事
詩
に
出
て
く
る
イ
ス
ラ
ム
の
女
騎
士
ク
ロ
リ
ン
ダ
や
王
女
ア
ル
ミ
ー
ダ
に
焦
点
を
当
て
た
演
目
が
、
数
少
な
い
女
戦
士
も
の
だ
っ
た
（
１
３
）
。
女
性
擁
護
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
一
六
二
〇
年
代
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
当
時
大
公
国
を
統
治
し
た
二
人
の
女
性
摂
政
の
も
と
で
女
戦
士
主
題
の
オ
ペ
ラ
が
製
作
さ
れ
た
後
、
一
六
四
〇
年
前
後
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
女
戦
士
も
の
の
オ
ペ
ラ
が
隆
盛
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ン
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
発
祥
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス
・
オ
ペ
ラ
に
特
定
の
政
治
的
背
景
は
見
い
だ
せ
な
い
と
し
て
お
り
、
実
際
に
イ
タ
リ
ア
内
外
の
政
治
体
制
も
社
会
状
況
も
異
な
る
都
市
で
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
大
流
行
し
た
。
脚
本
家
た
ち
は
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
女
王
役
を
設
定
す
る
際
に
、
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
や
同
時
代
の
女
性
擁
護
論
で
称
え
ら
れ
た
、
軍
隊
を
指
揮
し
た
女
性
君
主
や
好
戦
的
な
政
策
を
と
っ
た
女
性
の
物
語
を
参
照
し
た
（
１
４
）
。 
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
女
性
と
暴
力
の
連
関
を
論
じ
た
デ
ジ
ャ
ン
は
、
戦
闘
的
な
女
性
像
の
歴
史
は
女
性
が
軍
事
行
動
に
重
大
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
得
る
と
い
う
考
え
と
と
も
に
始
ま
っ
た
と
し
、
一
六
二
〇
～
四
〇
年
代
の
男
性
作
家
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ネ
ス
的
女
性
像
を
謳
っ
た
散
文
の
流
行
を
端
緒
と
見
な
し
た
（
１
５
）
。
一
六
二
〇
年
頃
の
ク
ロ
ー
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ド
・
デ
ル
エ
の
素
描
を
見
る
と
、
羽
根
つ
き
冑
と
膝
ま
で
の
短
い
チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
着
け
た
女
戦
士
が
、
マ
ン
ト
を
翻
し
て
槍
を
手
に
裸
馬
を
優
雅
に
乗
り
こ
な
し
て
い
る
【
図
5
】
。
乳
房
を
露
わ
に
し
て
い
る
ほ
か
は
、
古
代
石
棺
彫
刻
に
描
か
れ
る
ロ
ー
マ
兵
と
同
一
の
造
形
で
あ
る
。
一
六
四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
・
ボ
ス
ク
の
『
英
雄
的
女
性
た
ち
』
は
、
古
代
の
英
雄
的
女
性
を
男
性
と
対
に
し
て
並
べ
、
女
英
雄
の
功
績
を
男
性
の
そ
れ
に
比
肩
さ
せ
た
。
こ
の
本
は
あ
ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
一
六
四
七
年
に
ピ
エ
ー
ル
・
ル
＝
モ
ワ
ン
が
公
刊
し
た
挿
図
入
り
烈
婦
伝
『
強
き
女
性
た
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
は
フ
ラ
ン
ス
で
五
版
、
オ
ラ
ン
ダ
で
二
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
デ
ジ
ャ
ン
は
、
同
書
の
成
功
の
鍵
は
男
殺
し
を
頂
点
と
し
て
女
性
に
よ
る
暴
力
を
強
調
し
た
点
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
三
世
紀
の
パ
ル
ミ
ラ
女
王
ゼ
ノ
ビ
ア
は
夫
の
生
前
も
死
後
も
勇
猛
な
女
戦
士
と
し
て
知
ら
れ
、
ペ
ル
シ
ア
軍
、
エ
ジ
プ
ト
軍
、
ロ
ー
マ
軍
を
打
倒
し
、
最
後
は
森
で
野
生
の
ラ
イ
オ
ン
を
打
ち
殺
し
た
と
語
ら
れ
る
（
１
６
）
。
た
だ
し
挿
図
を
見
る
と
、
女
王
は
羽
根
飾
り
と
王
冠
の
つ
い
た
装
飾
性
の
高
い
冑
に
古
代
風
の
腰
鎧
を
つ
け
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
布
地
を
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
に
風
に
孕
ま
せ
た
舞
台
衣
装
の
よ
う
な
い
で
た
ち
で
優
雅
に
歩
い
て
い
る
【
図
6
】
。
暴
力
的
な
本
性
は
後
景
に
薄
く
描
か
れ
た
ラ
イ
オ
ン
退
治
の
場
面
に
示
さ
れ
る
も
の
の
、
残
忍
な
戦
闘
行
為
と
直
接
結
び
つ
け
る
描
写
は
避
け
ら
れ
、
ま
る
で
演
劇
の
一
場
面
の
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
時
間
的
に
も
地
理
的
に
も
遠
く
隔
た
っ
た
古
代
の
事
例
で
あ
り
、
獰
猛
な
女
戦
士
を
同
時
代
の
現
実
と
切
り
離
す
、
伝
統
的
な
神
話
の
語
り
口
と
演
劇
的
表
現
が
使
わ
れ
た
。 
  
２ 
実
在
の
ア
マ
ゾ
ネ
ス 
 
十
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宮
廷
の
美
学
を
規
定
し
た
カ
ス
テ
ィ
リ
ー
ネ
著
『
宮
廷
人
』
（
一
五
二
八
年
）
の
「
第
三
の
書
」
で
は
、
女
性
礼
賛
者
と
女
性
嫌
悪
者
と
の
対
話
の
形
式
で
、
女
性
の
能
力
が
論
じ
ら
れ
た
。
喜
多
村
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
美
徳
を
備
え
た
女
性
が
そ
の
能
力
を
「
た
だ
家
庭
や
子
供
た
ち
の
管
理
に
の
み
役
立
て
れ
ば
よ
い
」
の
か
、
女
性
が
「
都
市
を
支
配
し
、
法
を
定
め
、
軍
隊
を
指
揮
す
る
」
こ
と
を
是
認
す
る
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
点
で
あ
る
（
１
７
）
。
フ
ラ
ン
ス
王
と
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
覇
権
争
い
の
場
に
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
半
島
で
は
、
常
に
戦
争
の
危
機
に
晒
さ
れ
た
各
国
の
宮
廷
貴
族
に
と
っ
て
こ
れ
は
現
実
と
直
結
す
る
議
論
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
軍
に
包
囲
さ
れ
軍
隊
を
指
揮
し
た
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
公
妃
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
ダ
ラ
ゴ
ー
ナ
（
一
四
五
〇
～
九
三
）
の
よ
う
に
、
軍
事
遠
征
や
外
交
な
ど
で
男
性
君
主
が
不
在
の
場
合
、
あ
る
い
は
男
性
君
主
が
未
成
年
で
摂
政
制
が
敷
か
れ
る
場
合
に
は
、
君
主
の
妻
、
母
、
未
亡
人
が
統
治
権
を
行
使
し
て
男
女
臣
下
に
命
令
を
下
し
、
称
号
と
実
権
を
掌
握
し
た
。 
 
フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
リ
カ
法
に
よ
っ
て
女
性
の
王
位
継
承
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
ア
ン
リ
四
世
に
嫁
い
だ
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
（
一
五
七
五
～
一
六
四
二
）
は
夫
の
不
在
時
に
全
権
を
任
さ
れ
、
ま
た
王
の
暗
殺
後
は
幼
い
ル
イ
十
三
世
の
摂
政
と
し
て
王
権
を
行
使
し
た
。
封
建
貴
族
か
ら
激
し
い
非
難
を
浴
び
て
失
脚
し
、
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
マ
リ
ー
だ
が
、
パ
リ
に
造
営
し
た
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
に
飾
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
原
画
と
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
画
家
ル
ー
ベ
ン
ス
に
委
嘱
し
た
《
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
生
涯
》
連
作
（
一
六
二
二
～
二
五
年
）
で
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
戦
争
の
女
神
ベ
ロ
ー
ナ
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
（
１
８
）
【
図
7
】
。
ル
ー
ベ
ン
ス
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
男
性
英
雄
の
守
護
者
と
し
て
頻
出
す
る
処
女
女
神
ア
テ
ナ
で
は
な
く
、
戦
争
を
具
現
す
る
ベ
ロ
ー
ナ
を
採
用
し
た
。
大
量
の
武
具
や
大
砲
な
ど
の
戦
利
品
が
積
ま
れ
た
大
地
に
、
羽
根
飾
り
付
き
の
鉄
兜
を
被
り
指
揮
棒
と
勝
利
像
を
手
に
し
た
女
神
は
、
右
の
乳
房
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を
露
わ
に
し
て
立
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
ア
マ
ゾ
ネ
ス
を
喚
起
す
る
表
現
が
選
ば
れ
て
い
る
。
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
が
実
際
に
戦
線
に
赴
い
て
軍
隊
を
指
揮
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
後
に
ル
イ
十
四
世
が
親
政
を
敷
き
絶
対
主
義
化
を
進
め
る
以
前
に
、
政
治
的
に
自
律
し
軍
隊
を
指
揮
す
る
「
ア
マ
ゾ
ネ
ス
」
が
実
在
し
た
。
彼
女
た
ち
の
中
に
は
、
自
ら
の
軍
事
的
功
績
を
伝
記
に
記
録
さ
せ
、
絵
画
に
残
し
た
者
も
い
る
。 
 
軍
隊
を
指
揮
す
る
権
力
と
能
力
を
女
性
に
認
め
る
か
否
か
と
い
う
議
論
と
別
に
、
女
性
た
ち
が
現
実
に
戦
闘
行
為
に
加
わ
っ
た
事
実
は
多
く
の
歴
史
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ピ
サ
共
和
国
や
シ
エ
ナ
共
和
国
で
は
、
十
六
世
紀
半
ば
に
ト
ス
カ
ー
ナ
公
国
に
併
合
さ
れ
る
ま
で
幾
度
と
な
く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
。
独
立
を
守
る
た
め
祖
国
防
衛
戦
を
戦
っ
た
ピ
サ
や
シ
エ
ナ
の
女
性
の
勇
猛
さ
は
、
逸
名
著
者
に
よ
る
『
一
五
〇
〇
年
代
の
戦
争
』
や
ラ
ウ
ラ
・
ピ
エ
リ
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ベ
ト
ゥ
ッ
シ
な
ど
同
時
代
の
詩
人
に
称
え
ら
れ
た
（
１
９
）
。
彼
女
た
ち
は
、
食
糧
や
弾
薬
の
準
備
運
搬
、
城
砦
建
設
と
い
っ
た
歴
史
的
に
お
も
に
女
性
市
民
や
農
民
が
動
員
さ
れ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
従
事
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
城
壁
の
防
御
を
担
い
、
あ
る
い
は
「
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
」
の
あ
だ
名
を
と
っ
た
ピ
サ
の
パ
オ
ラ
・
デ
・
ブ
ー
テ
ィ
の
よ
う
に
、
一
種
の
女
性
民
兵
団
を
指
揮
し
実
戦
に
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
２
０
）
。 
サ
ン
＝
バ
ル
モ
ン
伯
爵
夫
人
ア
ル
ベ
ル
テ
（
通
称
バ
ル
ブ
）
・
デ
ル
ン
ク
ー
ル
（
一
六
〇
七
～
六
〇
）
は
、
実
在
す
る
ロ
レ
ー
ヌ
の
女
性
支
配
者
で
あ
り
、
一
六
三
〇
～
四
〇
年
代
に
、
軍
役
で
不
在
の
夫
に
代
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
侵
攻
に
対
し
て
領
地
ロ
レ
ー
ヌ
の
防
衛
戦
を
戦
っ
た
。
彼
女
の
伝
記
作
家
は
バ
ル
ブ
・
デ
ル
ン
ク
ー
ル
を
「
キ
リ
ス
ト
教
的
ア
マ
ゾ
ン
」
と
形
容
し
、
そ
の
「
軍
功
を
見
れ
ば
、
彼
女
が
古
代
の[
男
性]
英
雄
に
比
肩
す
る
こ
と
、
多
く
の
勇
気
あ
る
男
性
の
モ
デ
ル
に
な
れ
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
評
し
て
い
る
（
２
１
）
。
デ
ル
ン
ク
ー
ル
が
お
そ
ら
く
自
分
の
城
に
飾
る
た
め
に
、
一
六
四
〇
年
頃
に
ク
ロ
ー
ド
・
デ
ル
エ
に
描
か
せ
た
油
彩
の
騎
馬
肖
像
画
で
は
、
古
代
風
の
演
劇
的
衣
装
で
は
な
く
、
同
時
代
の
男
性
軍
人
と
同
じ
く
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ズ
ボ
ン
に
長
い
ブ
ー
ツ
を
着
け
、
横
座
り
で
は
な
く
、
男
性
指
揮
官
と
同
じ
く
軍
馬
に
ま
た
が
っ
て
指
揮
棒
を
掲
げ
て
い
る
【
図
8
】
。
背
景
に
は
彼
女
の
領
地
が
描
か
れ
、
小
銃
を
掲
げ
る
騎
兵
隊
が
外
国
軍
の
侵
攻
か
ら
領
土
を
守
る
た
め
闘
っ
て
い
る
。
画
面
左
上
景
の
天
空
に
は
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
父
と
さ
れ
た
戦
争
神
ア
レ
ス
＝
マ
ル
ス
で
は
な
く
、
戦
争
の
叡
智
を
司
る
武
装
し
た
処
女
女
神
ア
テ
ナ
＝
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
が
勝
利
の
月
桂
冠
と
棕
櫚
を
手
に
現
れ
、
実
在
の
女
戦
士
デ
ル
ン
ク
ー
ル
の
軍
功
を
称
え
て
い
る
。
数
年
後
デ
ル
ン
ク
ー
ル
は
再
び
デ
ル
エ
に
大
寸
法
の
騎
馬
肖
像
を
描
か
せ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
六
四
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
摂
政
に
就
い
た
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
に
贈
ら
れ
て
王
室
の
公
的
空
間
に
展
示
さ
れ
た
（
２
２
）
。
一
六
四
五
年
に
は
デ
ル
エ
の
騎
馬
肖
像
に
基
づ
く
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
モ
ン
ク
ル
ネ
の
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
が
雑
誌
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
実
在
し
た
女
戦
士
の
表
象
が
広
く
流
布
し
た
（
２
３
）
。
な
お
上
述
の
ル
＝
モ
ワ
ン
は
古
代
烈
婦
伝
の
序
文
で
、
サ
ン
＝
バ
ル
モ
ン
の
軍
事
的
活
躍
に
霊
感
を
受
け
た
と
明
記
し
て
い
る
（
２
４
）
。
現
実
の
女
戦
士
の
行
為
が
神
話
の
女
戦
士
を
巡
る
語
り
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
非
常
に
興
味
深
い
例
と
言
え
よ
う
。 
モ
ン
パ
ン
シ
エ
ー
ル
公
爵
夫
人
ア
ン
ヌ
＝
マ
リ
ー
＝
ル
イ
ー
ズ
・
ド
ル
レ
ア
ン
（
一
六
二
七
～
九
三
）
は
、
一
六
四
八
年
に
王
政
に
反
旗
を
翻
し
た
フ
ロ
ン
ド
の
乱
に
参
戦
し
、
「
ア
マ
ゾ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
多
く
の
貴
族
女
性
の
一
人
で
あ
る
。
ボ
ル
ド
ー
で
反
乱
軍
に
攻
撃
を
指
揮
し
た
コ
ン
デ
公
女
や
、
ス
ペ
イ
ン
軍
と
パ
リ
に
進
軍
し
た
ロ
ン
グ
ヴ
ィ
ユ
伯
爵
夫
人
に
続
い
て
、
モ
ン
パ
ン
シ
エ
ー
ル
は
ル
イ
十
四
世
の
姪
で
あ
り
な
が
ら
、
パ
リ
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市
内
に
籠
城
し
た
反
乱
軍
を
指
揮
し
、
城
壁
外
の
国
王
軍
に
対
し
て
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
か
ら
大
砲
を
撃
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
２
５
）
。 
フ
ロ
ン
ド
の
乱
鎮
圧
後
、
ル
イ
十
四
世
は
反
乱
を
指
揮
し
た
「
ア
マ
ゾ
ネ
ス
」
た
ち
を
す
べ
て
国
外
追
放
に
処
し
、
男
性
の
王
に
国
家
権
力
が
す
べ
て
集
中
す
る
絶
対
主
義
王
政
を
強
化
し
た
。
一
六
五
九
年
の
冬
に
は
、
反
乱
側
の
貴
族
が
集
い
女
戦
士
主
題
を
議
論
し
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ド
・
ス
キ
ュ
デ
リ
の
文
学
サ
ロ
ン
を
揶
揄
し
た
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
喜
劇
『
才
女
気
取
り
』
が
大
成
功
を
収
め
た
よ
う
に
、
フ
ロ
ン
ド
の
乱
で
現
実
化
し
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
た
ち
へ
の
警
戒
と
反
動
が
非
常
に
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
六
〇
年
頃
に
モ
ン
パ
ン
シ
エ
ー
ル
公
爵
夫
人
が
描
か
せ
た
肖
像
画
を
見
る
と
、
王
族
に
ふ
さ
わ
し
い
宮
廷
服
を
着
て
お
り
、
女
戦
士
と
し
て
の
要
素
は
手
に
し
た
槍
と
盾
お
よ
び
遠
景
の
城
壁
に
留
め
ら
れ
て
い
る
【
図
9
】
。
女
戦
士
と
し
て
の
突
出
し
た
功
績
は
弱
め
ら
れ
、
む
し
ろ
森
を
闊
歩
す
る
姿
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
室
の
女
性
肖
像
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
狩
猟
女
神
デ
ィ
ア
ナ
を
連
想
さ
せ
る
（
２
６
）
。 
デ
ジ
ャ
ン
は
、
フ
ロ
ン
ド
の
乱
を
契
機
に
有
徳
の
女
傑
を
残
虐
に
処
刑
し
揶
揄
す
る
ル
ト
ゥ
ク
リ
ュ
と
い
う
男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
支
配
階
級
の
男
性
た
ち
の
女
性
嫌
悪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
女
性
に
対
す
る
残
酷
な
暴
力
表
象
を
生
む
と
看
破
し
た
（
２
７
）
。 
 
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
誕
生
し
た
戦
闘
的
な
女
性
た
ち
の
神
話
は
、
人
種
・
階
級
・
性
の
強
固
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
立
脚
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
都
市
国
家
に
お
い
て
、
そ
の
男
性
支
配
体
制
の
反
転
と
し
て
他
者
化
さ
れ
た
。
好
戦
的
な
ア
マ
ゾ
ネ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
軍
事
的
に
殲
滅
さ
れ
る
か
、敵
方
男
性
と
の
恋
愛
を
介
し
て
女
性
性
に
回
帰
さ
せ
ら
れ
た
。
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
物
語
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
古
典
復
興
と
と
も
に
新
た
な
社
会
秩
序
の
構
築
を
巡
る
様
々
な
争
い
の
過
程
で
参
照
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
、
改
変
さ
れ
た
。
ア
マ
ゾ
ネ
ス
と
い
う
未
完
成
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
女
戦
士
の
表
象
は
、
処
女
性
や
貞
潔
と
い
っ
た
美
徳
を
女
性
に
教
育
す
る
手
段
に
も
な
れ
ば
、
祖
国
防
衛
の
た
め
に
武
器
を
と
っ
た
女
性
市
民
の
軍
功
の
集
合
的
記
憶
に
も
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、
女
性
君
主
が
自
ら
の
統
治
権
や
軍
事
的
指
揮
権
を
正
当
化
す
る
素
晴
ら
し
き
範
例
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
り
、
女
性
の
自
律
的
権
利
の
拡
張
に
警
戒
を
呼
び
起
こ
す
「
逆
さ
ま
の
世
界
」
の
実
例
と
し
て
、
「
正
当
な
」
男
性
支
配
秩
序
の
強
化
に
用
い
ら
れ
た
り
し
た
。
本
稿
で
概
観
し
た
事
例
を
ふ
ま
え
て
、近
世
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
女
戦
士
の
表
象
を
よ
り
深
く
分
析
し
て
ゆ
き
た
い
。 
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さ
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